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就業支援グループ

１　ＯＳＡＫＡしごとフィールドの運営〔H25.9.2～〕　　　　　　 
	
	事業名
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド

運営事業
	186,290
	186,309
	176,487

	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,945
	10,945
	 10,593

	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,912
	14,912
	  8,807

	
	合計
	212,147
	212,166
	195,887

	決算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド

運営事業
	185,153
	185,162
	176,487

	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,124
	9,921
	 10,593

	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,507
	14,912
	  8,807

	
	合計
	209,784
	209,995
	195,887


大阪府における雇用の現状や、社会経済情勢とともに変化する企業の人材ニーズに対応するため、これまでの「OSAKAしごと館」の求職者支援機能を強化するとともに、求職者支援などをハローワークと一体的に実施する「OSAKAしごとフィールド」を平成25年9月2日に開設した。

「OSAKAしごとフィールド」においては、若者、女性、中高年齢者、障がい者などの求職者に対して、カウンセリングやセミナーなどを行うとともに、一体的に実施するハローワークの豊富な求人情報を提供するなど、きめ細かな就業支援を行った。

また、中小企業に対しては、ミニ企業面接会などの採用支援、採用方法や教育・研修などに関する企業相談、人材の採用や定着・育成に関するセミナーの開催などにより、人材確保・育成を総合的に支援した。

平成26年4月21日に障がい者の模擬職場体験施設ハートフルカフェ、及び働くママ応援コーナーを開設、9月2日には一時保育サービスを開始した。

　【OSAKAしごとフィールドの構成】

　　・　JOBカフェ（若者応援デスク）〔対象：34歳以下〕

　　　　若者の就職活動を支援するため、キャリアカウンセリングやセミナーを実施した。

　　・　ミドルエイジ応援（中高年応援コーナー）〔対象：35歳以上〕

　　　　転職や就職のための心構えや考え方、スキルの習得についてのアドバイスやカウンセリング、セミナーを行った。

・　障がい者応援

　　障がいの特性に合わせた就職活動の進め方についてのアドバイスやセミナーなどを行った。

・　サポートステーション〔対象：15歳～39歳までのニート状態の若者とその家族〕

　　若年者への雇用対策の一環として、15歳から概ね39歳までのいわゆるニート（NEET：Not in Employment，Education or Training）状態の若者を支援するために、臨床心理士などこころの専門家によるカウンセリングや、就労訓練・体験事業を行うことなどを通じて、就労意欲の涵養を図る事業を実施した。
　　・　大阪東ハローワークコーナー

　　　　求人情報に関する質問や仕事を選ぶにあたっての相談など、ハローワークスタッフによる職業相談・職業紹介を行った。

　　・　中小企業人材支援センター
　　　　中小企業の人材確保・育成を総合的に支援するため、ミニ企業面接会などの採用支援、採用方法や教育・研修などに関する企業相談、人材の採用や定着・育成に関するセミナーなどを行った。

　　・ハートフルカフェ

　　　障がい者の職業準備性を高めるために、模擬職場体験施設として開設。パンの販売実習等を実施した。

・働くママ応援

仕事と子育ての両立をめざす方向けに希望条件を踏まえたキャリアカウンセリングや、無理なく働くための保育や生活に関するカウンセリングを実施した。

・働くママ応援コーナー一時保育ルーム

OSAKAしごとフィールドでの支援サービスの利用や面接などの就職活動を行う 間に、子どもの一時預かりを実施した。

　

OSAKAしごとフィールドの利用状況　　　　　　　　　　　　　

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	来場者数
	28,229人
	33,634人
	37,123人

	
	新規登録者数
	12,558人
	14,063人
	14,251人

	就職決定者数
	7,733人
	8,038人
	8,080人

	登録企業数
	296社
	714社
	1,319社


セミナー開催状況

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	求職者向けセミナー
	開催回数（回）
	730回
	1,332回
	901回

	
	参加人数（人）
	5,704人
	9,541人
	7,941人

	企業向けセミナー
	開催回数（回）
	44回
	48回
	88回

	
	参加企業（社）
	484社
	396社
	462社


２　市町村就職困難者就労支援バックアップ事業の推進

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	272
	  719
	  719

	決算額（千円）
	221
	  342
	  198


　　

市町村が実施する「就労支援事業」について、大阪府・市町村就労支援事業推進協議会の運営や解決困難なケースの支援、市町村就職困難者就労支援担当職員などの養成講座・研修会の開催などのバックアップ事業を展開した。

(1) 大阪府・市町村就労支援事業推進協議会の運営

府及び市町村が共通認識の下、就労支援事業について理解を深めるとともに、事業の効率的・効果的な実施を図るため、諸課題の整理、問題点の解決、情報交換などを行った。

【総会】

　　○開催日時：平成28年7月6日（水）
○場　　所：府立労働センター（エル・おおさか）

　　○内　　容：平成27年度事業報告並びに平成28年度事業計画（案）等
【地域ブロック部会】（大阪市、北大阪、北河内、中河内、南河内、堺市、阪南）

　　○7ブロック各2回実施（11月、3月）

　　○内　容：事業紹介及び意見交換　など

 (2) 就労支援ケース連絡協議会の運営

地域での雇用・就労が困難なケースや広域的支援が必要なケースなどについて協議・調整し、適切な支援メニューへの誘導を行った。

(3) 市町村就職困難者就労支援担当職員養成講座の実施

就職困難者就労支援事業の中心的な役割を担う担当職員が就職困難者などに多様な支援を行えるよう養成講座を実施した。

　　○開催日時：平成28年6月3日（金）

　　○場　　所：府立労働センター（エル・おおさか）
　　○内　　容：　・地域就労支援事業の意義と地域就労支援コーディネーターの役割

　　　　　　　　　・（一社）おおさか人材雇用開発人権センターについて

・就職困難者の見立てと社会資源の活用について
　　　　　　　　　・生活困窮者自立支援制度について
・大阪府の職業訓練事業について　　　　　　　　　
　　○参 加 者：27名

　　○修 了 者：21名

(4) 市町村就職困難者就労支援担当職員等研修会の開催

就職困難者就労支援事業の中心的な役割を担う担当職員の相談スキルの向上と担当職員間の交流・情報共有のための研修会を実施した。

　　○実施回数：3回

　　○内　　容：・ハローワーク等との意見交換会

・就職に困難性を有する学生・若年者への就職支援・定着支援
　　　　　　　 ・個別事例検討会

３　人材雇用開発支援事業

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	7,404
	8,166
	6,369

	決算額（千円）
	6,009
	5,871
	6,099


府内に所在する主要企業を主会員として、就職に際して困難な課題を抱える人々に対する雇用を促進するため、企業への求人開拓や、求職者に対する教育・訓練等を一元的、計画的に推進する団体に対して補助を行った。
· 補助金交付先　　一般社団法人おおさか人材雇用開発人権センター
４　支援学校等生徒への雇用支援

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	15,345
	14,760
	13,680

	決算額（千円）
	15,615
	15,210
	13,950


障がい者の雇用を促進するため、教育委員会と連携して、支援学校など生徒の就職支援事業を実施する団体に対して補助を行った。

※　補助金交付先　　一般社団法人おおさか人材雇用開発人権センター

５　高年齢者等の雇用・就業対策の推進

 (１) 定年退職者などにおける就業機会の確保の推進

定年退職後などにおいて、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希望する高年齢者を支援するため、次の事業を行った。

　　○公益社団法人大阪府シルバー人材センター協議会の指導・育成

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	5,895
	6,148
	6,148

	決算額（千円）
	5,895
	6,148
	6,148


府内のシルバー人材センター事業を促進し、関係機関との連絡調整を図るため、シルバー人材センター連合として指定した公益社団法人大阪府シルバー人材センター協議会の安全・適正就業推進事業などに対する助成を行い、府内シルバー人材センター事業の発展・拡充に努めた。
(２)中小企業に対する高年齢者雇用に関するセミナーの実施
商工会議所と連携し、小規模事業経営支援事業（高年齢者雇用サポート事業）を活用した中小企業に対する高年齢者雇用に関するセミナーを実施。
〈開催場所〉大阪市（6箇所）・大東市・岸和田市で開催
(３) 大阪府高年齢者就業機会確保地域連携協議会の設置
高齢者雇用安定法第三十五条に基づく、高年齢者の多様な就業の機会の確保に関する地域課題の情報共有や高年齢者の多様な就業機会の確保方策について協議を行うための協議会を設置した。
〈構成員〉大阪府・大阪商工会議所・関西経済連合会ほか５団体
(４)シニア就業促進センターの設置
上記協議会事業（国委託事業「生涯現役促進地域連携事業」）において、シニア就業促進センターを設置し、高年齢者の就業アドバイスや仕事説明会をはじめとする就業イベントを実施した。
６　地方創生推進交付金事業

①　ものづくり企業魅力発信事業
	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	4,764
	1,865

	決算額（千円）
	3,705
	　945


　　　　大阪の基幹産業である「ものづくり」の人材育成を促進することを目的に、高校生を対象としたインターンシップ（現場研修会、見学会）のコーディネートを実施した。
企業支援グループ

若者を中心とする求職者の就職促進を図るため、府内中小企業とのネットワーク構築に努めるとともに、府内中小企業の人材確保を行った。

１　「ＯＳＡＫＡしごとフィールド」中小企業人材支援センターの登録促進及び企画調整

「ＯＳＡＫＡしごとフィールド」に設置された、府内中小企業の人材確保及び定着を支援する「中小企業人材支援センター」への登録企業を拡大するため、さまざまな機会を活用して企業開拓を行い、登録促進を図った。

また、「中小企業人材支援センター」の支援を充実するため、受託事業者とともに企画調整を行った。

○登録企業数：5,610社（平成29年3月末時点）

○開拓方法

・金融機関や商工会議所・商工会との連携による企業開拓

・部内各所属のネットワークを活用した企業開拓

など

２　地方創生推進交付金事業
(1) おおさかＵＩＪターン促進事業
①　おおさかＵＩＪターン促進事業
	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	76,031
	111,904

	決算額（千円）
	75,928
	 65,332


　　　　東京圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県の一部）の大手企業等で働く経験豊富な人材や、基礎学力や専門知識だけでなく高い社会人基礎力を有する企業が求める若者等に対し、大阪府内中堅・中小企業の魅力を発信し、マッチングを実施した。
(2) 若者の安定就職応援事業

①　若者安定就職応援事業
	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	29,935
	80,288

	決算額（千円）
	29,864
	35,699


　　　　金融機関と連携した合同企業説明会の開催や継続的な就職支援により若者と府内中小企業とのマッチングを図るとともに、経営者等向け定着セミナーなど人材の職場定着につながる支援を実施した。
３　地方創生加速化交付金事業

　(1) おおさかＵＩＪターン促進事業
①　大阪府プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業
	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	36,868
	12,593

	決算額（千円）
	35,150
	10,594


　　　　府内中小企業に対して攻めの経営や事業承継への取組みなど、経営改善への意欲を喚起し、プロフェッショナル人材の活用による経営革新の実現を促し、中小企業とプロフェショナル人材の結びつけのサポートを行った。
 　

②　おおさか地域しごと支援センター事業
	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	12,841
	13,015

	決算額（千円）
	12,841
	12,945


　　　　府内で働きたいと考える「ＵＩＪターン就職希望者」を対象に「しごと」や「くらし」に関する相談対応や情報提供を行った。

　(2) 高度若年人材還流促進事業

	
	平成28年度

	予算額（千円）
	88,245

	決算額（千円）
	88,032


　　　　東京圏で「おおさか移住促進フェア」を開催し、移住者の体験談等により、大阪

での「暮らし」や「仕事」など、大阪での生活に関する情報発信を行った。

　　　　また、大阪でチャレンジしたくなるような魅力的で先駆的な就業体験プログラムを通じて、都市間移住の新しいモデルを作り出した。

キャリア支援グループ　
　平成25年9月のOSAKAしごとフィールド開設以降、「職業カウンセリングコーナー」として、大阪府職員が必要な求職者に職業適性に特化した個別の相談を行っていたが、平成27年4月より、個別相談は委託により実施し、当グループは課内他グループの各事業や関係機関等に対する技術支援及び情報提供に注力することとなった。
１　OSAKAしごとフィールドへの技術支援等

(1)　職業カウンセリング相談業務委託

　　就職困難者に対して、カウンセリング、適性検査等を用いた見立て、自己理解の促しを行い、マッチングに導くなど就業支援を実施した。
	　　　　
	平成28年度

	予算額（千円）
	9,488

	決算額（千円）
	8,511　


　　　 相談件数：782件
(2)　就職コンサルタントへの支援
　　定期的にミーティングを実施することで、求職者に対する支援体制の構築、ケース展開の確認、就職コンサルタントへのスーパーヴィジョンを行った。（32回実施）
　

(3)  医学特別相談

①　OSAKAしごとフィールド利用者の中で、知的障がい及び精神障がい（発達障がい含む）の疑いがある場合、必要に応じて専門医による面接を、本人の了解のもとに実施した。
	項　　　目
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	実施件数
	1　
	2　
	6　


②　OSAKAしごとフィールド就職コンサルタントが医学的見地からの助言を得るため、専門医によるコンサルテーションを実施した。
	　　　　
	平成28年度

	実施回数
	4


２　課内他グループ事業への技術提供

　(1)　就業支援グループとの連携
　　①　地域就労関係
・市町村就職困難者就労支援担当職員養成講座への講師派遣。

・市町村就職困難者就労支援担当職員等研修会へのファシリテーター派遣。

　　・大阪府・市町村就労支援事業推進協議会への参加。

　(2)　女性就業推進グループとの連携
　　①　新たな「人材育成プログラム」開発事業（しごと力開発プロジェクト事業）

若年女性が働き続けるために必要な「しごと力」を習得するための人材育成プログラムの開発に際し、内容の精査、OSAKAしごとフィールドでの求職者等に対する実施検証、研修効果測定のための評価実施等の技術支援を実施した。

②　OSAKAしごとフィールド女性活躍推進事業

女性の職業生活における活躍を推進するため、女性が働き続ける上で直面する課題に、分野を問わず横断的に応え、支援をより効果的に提供するために立ち上げられたOSAKAしごとフィールド女性活躍支援ネットワーク会議において、ワンストップ相談機能構築に向け参加機関のネットワークを強化するための取組み内容検討やワンストップ相談会実施に係る実施方法検討等の技術支援を実施した。

③　女性・若者働き方改革推進事業

求職者の職種志向の拡大を図り、製造・運輸・建設分野への就業を促進することで人材確保の支援を行う事業の一環として、就職未決定の高等学校３年生等の生徒を対象に、カウンセリング等を通した就職支援を実施した。
	　　　　
	カウンセリング
	適性検査

	実施人数
	6
	2

	実施回数
	21
	2


(3)　障がい者雇用促進グループとの連携
　　①　精神・発達障がい者職場定着支援事業
　　・精神発達障がい者職場サポーター養成研修
　　　職場内における障がい者特性等の理解や協力体制の構築を推進し、障がい者の職場定着をすすめるための研修内容を企画検討した。
　　・精神・発達障がい者雇用管理手法の普及
　障がい者の職場定着支援の取り組みとして、企業における雇用管理手法普及のためのパンフレット作成やセミナー内容の検討を行った。また、雇用管理手法（SPIS）の効果検証を行い、効果が確認できたため、その成果を踏まえてExel版「雇用管理のための対話シート」を作成した。
　　②　発達障がい児者関連の会議等
　　・発達障がい児者支援体制整備検討会・発達障がい児者支援施策庁内推進会議に参画した。

３　関係機関等への情報提供等　　　　　　
(1) 検査ツールの提供

　 当所が独自に開発した「MIO職業興味チェックリスト」、「CaPT性格検査」、    若年者向け「Prep-Y職業興味検査」、「CaPT-Y性格検査」などを広く進路指導や職業相談に活用できるよう関係機関（教育、労働、福祉など）に提供した。

・検査ツール提供機関数

	項　　　目
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	ＭＩＯ職業興味チェックリスト
	7
	70
	10

	ＣａＰＴ性格検査
	7
	70
	10

	Ｐｒｅｐ－Ｙ興味検査
	3
	29
	15

	ＣａＰＴ－Ｙ性格検査
	3
	29
	15


障がい者雇用促進グループ

障がい者の雇用促進

　障がい者の雇用促進を図るため、大阪府障害者の雇用の促進等と就労の支援に関する　条例（大阪府ハートフル条例）に基づき、各種の障がい者雇用施策を推進した。

１　障がい者雇用ナンバー１に向けた企業の取組み促進
(1)　障がい者雇用への誘導・支援事業

大阪の障がい者の雇用状況を改善し、「障がい者雇用No.1都市・大阪」をめざすため、障がい者雇用率未達成企業の取組みを誘導・サポートするとともに各種の障がい者雇用施策を推進した。

・府に提出された「障がい者雇入れ計画」の達成に向けた事業主への指導・支援

　　・障がい者を雇用しようとする企業へのアドバイスや専門家派遣

　　・事業主と求職障がい者とのマッチング

　　・ハートフル税制による中小事業主における障がい者の雇用継続・拡大の働きかけ

　　・重度身体障がい者や知的障がい者、精神障がい者の雇用の場となる特例子会社の設立促進に向けて、府内に事業所を有する企業に対する働きかけ
(2)　精神・発達障がい者職場定着支援事業

○精神・発達障がい者職場サポーター養成研修

障がい者雇用企業での職場体験やセミナー開催により、障がい特性の理解と職場内での協力体制を構築し、企業の受け入れ環境を整備
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	4,194
	3,949
	3,752

	決算額（千円）
	4,194
	3,949
	3,752

	実績
	103人
	105人
	 100人


○精神・発達障がい者雇用管理手法の普及

雇用する障がい者のセルフコントロールを積極的にサポートする管理手法を導入　した企業の検証を進め、普及することにより、企業の定着支援能力を強化
	
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	3,982
	3,749
	3,562

	決算額（千円）
	3,982
	3,749
	3,562

	実績
	54人
	50人
	52件


２　企業等の自主的な取り組みを促進するための取組

(1)　大阪府障がい者サポートカンパニー制度の運用

（福祉部・教育委員会事務局との共管）

障がい者雇用の機運の醸成と更なる拡大をめざして、障がい者雇用や就労支援に 積極的・先駆的に取り組む企業を障がい者サポートカンパニーとして登録し、その  取り組みを広く周知するとともに、登録企業の中で一定以上の取り組みを行う企業に対し、大阪府障がい者雇用貢献企業（大阪府ハートフル企業）顕彰制度による表彰を行うなど、府施策のインセンティブを与えた。

＜登録実績＞

	企業区分
	登録数
	平成28年度

登録数
	平成27年度

登録数
	平成26年度

登録数

	優良企業
	１４５
	２５
	３８
	８２

	上記以外
	５３
	１９
	１０
	２５

	うち、区分変更した企業
	
	１
	
	

	計
	１９８
	４４
	４８
	１０７


○大阪府障がい者雇用貢献企業（大阪府ハートフル企業）顕彰制度

企業の障がい者雇用を促進するとともに、社会全体としての企業の障がい者雇用への理解を広めるため、大阪府障がい者サポートカンパニー優良登録企業の中から障がい者雇用に貢献した企業の表彰を行った。

（「ハートフル企業大賞」「ハートフル企業教育貢献賞」「ハートフル企業チャレンジ応援賞」）

＜表彰実績＞

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	表彰企業数
	４社
	４社
	５社


(2)　大阪ハートフル基金運営事業

障がい者の働く場と機会が拡大するよう、障がい者雇用に取り組む企業を支援し、　　障がい者の雇用環境の充実を図ることを目的とした事業の経費に充てるため、企業や  府民に対し寄附を募った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	積立額
	1,595
	2,549
	1,173

	
	うち寄附による額
	1,593

（40件）
	2,544
（54件）
	1,163
（46件）

	取崩額
	9,605
	254
	2,542


３　障がい者の雇用機会の提供

○精神・発達障がい者等のための就職支援事業
精神障がい者・発達障がい者等の障がい特性に配慮した、職場定着に繋がる雇用の機会を提供するため、合同企業説明会や、障がい者向けの就職セミナー等を行った。

	
	平成28年度

	予算額（千円）
	9,441

	決算額（千円）
	9,441

	就職者数　実績
	30人


４　働き続けることを支援するための取組

　  手話通訳のできる労働相談員の配置（聴覚障がい者等ワークライフ支援事業）

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	7,145
	7,145
	7,145

	決算額（千円）
	7,145
	7,145
	7,145


聴覚障がい者などの職業生活の充実を図るため、就職前から就職後までの職業生活に関する相談と職業上のトラブルの解決に対する支援を行う相談員（２名）を、公益社団法人大阪聴力障害者協会に委託して設置した。

＜相談実績＞

	
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	相談件数（件）
	958
	972
	968


女性就業推進グループ

１　ＯＳＡＫＡしごとフィールド
1 働くママ応援コーナー、働くママ応援コーナー一時保育ルーム（再掲）

	
	事業名
	平成28年度
	平成27年度
	平成26年度

	予算額（千円）
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,945
	10,945
	 10,593

	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,912
	14,912
	  8,807

	
	合計
	25,857
	25,857
	19,400

	決算額(千円)
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー運営事業
	10,124
	9,921
	 10,593

	
	OSAKAしごとフィールド

働くママ応援コーナー

一時保育提供機能運営事業
	14,507


	14,912
	  8,807

	
	合計
	24,631
	24,833
	19,400


・働くママ応援コーナー
仕事と子育ての両立をめざす方向けに希望条件を踏まえたキャリアカウンセリングや、無理なく働くための保育や生活に関するカウンセリングを実施した。　
・働くママ応援コーナー一時保育ルーム

OSAKAしごとフィールドでの支援サービスの利用や面接などの就職活動を行う 間に、子どもの一時預かりを実施した。

※実施事業者
働くママ応援コーナー運営事業：1事業者（1契約）

働くママ応援コーナー一時保育提供機能運営事業：1事業者（1契約）
　②　OSAKAしごとフィールド女性活躍推進事業費（再掲）
	
	平成28年度

	予算額（千円）
	4,472

	決算額（千円）
	3,735


　　　女性の相談に対して必要な情報を横断的に提供するために、関係機関同士の連携体制を構築することを目的とする事業を実施した。合同研修会、合同相談会等を実施することで、関係機関との連携体制を構築した。

２　女性・若者働き方改革推進事業

【H28～30事業】
	
	平成28年度

	予算額（千円）
	10,104

	決算額（千円）
	 2,376


地方創生推進交付金を活用して、人材を必要とする業界（製造業、運輸業、建設業）の団体などと協働し、「業界のイメージアップ（働き続けられる職場の環境整備、業界の魅力発信）」と「人材確保」の取組みを実施した。

　・推進体制の構築

業界団体、経済団体や金融機関などと相互に連携・協力を図るため、大阪人材確保推進会議を12月に設置した。

・業界のイメージアップ（働き続けられる職場の環境整備、業界の魅力発信）

　　「女性や若者が働き続けられる職場環境の整備」に関するセミナー・相談会を実施した。

また、女性や若者が魅力を感じる職場の環境整備や魅力発信に係るコンサルティングを実施していくため、コンサルタントを１名配置し、今後の業務を円滑に実施していくため、研修を実施した。

　・人材確保

　　　製造業、運輸業、建設業の業界団体等と連携したセミナーや、職種志向の転換・拡大を図るカウンセリングを高校生等を対象に実施した。

　　　また、カウンセラーを３名採用し、今後の業務を円滑に実施していくため、研修を実施した。

３　女性の就業機会に拡大に係る取組み
1 新たな「人材育成プログラム」開発事業（しごと力開発プロジェクト事業）

【H27～28事業】

	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	8,360
	8,963

	決算額（千円）
	8,360
	8,409


　若年女性が働き続けるために必要な「しごと力」を習得するための人材育成プログラムを開発した。本事業を通して、働いた経験がある若年女性が再就職し、働き続けるための力を身につけることで、職場への定着につながり、女性の就業率向上と大阪経済の更なる成長を図った。

· 実施事業者：1事業者（1契約）　　

　　②　女性有資格者等復帰訓練事業（Ｌフェニックス拡充訓練）
【H27～29事業】

	
	平成28年度
	平成27年度

	予算額（千円）
	299,316
	155,456

	決算額（千円）
	269,160
	 87,353


　専門性の高い資格や経験を有しながら、様々な理由でキャリアブランクがある女性を、専門分野に加え、マネジメントや多面的スキルを有する人材とすべく必要な再訓練と就業支援を実施した。本事業を通して、大阪産業（健康・医療分野、住宅分野、情報・総務・ものづくり）で活躍できる中核的な人材を育成し、女性の就業率向上と大阪経済の更なる成長をめざすことを目的とする事業を実施した。

· 実施事業者：1事業者（1契約）　

③　若年女性経済的自立支援事業費
	
	平成28年度

	予算額（千円）
	31,749

	決算額（千円）
	31,702


　　　具体的な就職活動を行っていない等、「非労働力状態」にある若年女性を対象とした就業支援を実施した。ターゲットとなる女性を就業支援の場に誘導し、セミナーや体験型ワークショップ等で就業意欲を喚起し、きめ細やかなマッチング支援により就業に結びつけ、経済的な自立を支援することを目的とする事業を実施した。

※　実施事業者：1事業者（1契約）
　　④　OSAKAしごとフィールド女性活躍推進事業費（再掲）
	
	平成28年度

	予算額（千円）
	4,472

	決算額（千円）
	3,735


　　　女性の相談に対して必要な情報を横断的に提供するために、関係機関同士の連携体制を構築することを目的とする事業を実施した。合同研修会、合同相談会等を実施することで、関係機関との連携体制を構築した。
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